
  

改 善 箇 所 説 明 図 

識別：銀色のシールをモデルナンバープレートの右横に貼り付ける。 

注：            は、交換または修正する部品を示す。      は、点検する部品を示す。 

改善の内容 

全車両、当該負圧ホースを対策品と交換するとともに、エンジン制御コンピュータを

対策プログラムに修正する。また、ＤＰＦのＰＭ堆積量を点検し、堆積量が多い場合に

は再生処理を行なう。 

基準不適合発生箇所 

ディーゼルターボエンジン搭載車において、過給機の負圧ホースの耐久性が不足して

いるため、エンジンからの被熱により当該ホースに亀裂が発生するおそれがある。ま

た、ＤＰＦ（ディーゼル粒子状物質除去装置）のＰＭ（黒煙等からなる粒子状物質）除

去制御プログラムが不適切なため、ＰＭが過度に多量に堆積した場合であってもＤＰＦ

の再生を行うことがある。そのため、そのまま使用を続けると、当該ホースの亀裂によ

る負圧低下のために発生する異常燃焼によりＰＭが過度に堆積され、そのＤＰＦの再生

時にＤＰＦが過度に高温となって破損し、最悪の場合、アンダーカバーが焼損するおそ

れがある。 
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